
○　本校の概要 令和8年1月28日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

Ｄ
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年度末児童アンケート
の「外国語活動や英語
活動などでALTの先生
と一緒に楽しく学ぶこと
ができている。」という
質問項目で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
回答者数　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が70％
以上
１：肯定的評価が70%未
満

年度末児童アンケート
の「前より運動（体を動
かすこと）が好きになっ
た。」という質問項目
で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
回答者数　16／16名

４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が80％
以上
１：肯定的評価が70%未
満
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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◆地域を生かした体験活動が充実していると感じ
ました。

◆地域の特色を生かし、体験活動も充実した教育
活動ができていると思います。

◆本校の特徴を前面に出してPRし、入校生の増加
を図ったらいかがでしょうか。タニタさんとの協同事
業は、保護者の方も入校に関して関心をもたれる
のではないでしょうか。

◆学力と健康の向上を両立するのはとても大変だ
と思いますが、仲間とともに目標を立て、取り組む
などの適切な工夫がよい成果になっているのだと
思います。それは、先生方の準備あってのことだと
思います。

◆日常生活の指導は、日々の習慣化が必要だと
思いますが、生活リズムを整えることが基本だと思
います。御校は座学、体験的学習、運動など、様々
なことをバランスよく取り組まれているのだと伺い、
そのことがうまくいっているのだなと感じます。

◆独自教科に加え、地域との連携をした体験活動
を継続して行っているところが素晴らしい。プレゼン
等の発信は、ぜひ実施するとよいと思います。

◆学校の職員だけでなく、ALTも活用されており、
連携もしっかりと図られているように感じます。

◆外国語指導については、もともとの教職員の力
量が大切なのだとは思います。課題が見えている
というのは、基礎ができていると思います。

◆ALTとの連携をぜひ継続して、スムーズに授業
を進めてください。

◆学習、体力、自立活動と、個に応じたきめ細かい
指導がなされていると思います。

◆健康改善も数字で結果がはっきりと出ている。
日々の積み重ねがないと結果に表れないので、よ
くやっていると思います。

◆偏食が成育歴からなのか、本当にだめなのかと
いうのがあると思いますが、農業体験や多くの運
動などが、こどもたちの食べることへの意欲を育て
ているのだと思います。

◆生活がこどもたちの成長に大きく影響を与えて
いるのかと思います。

◆さざなみ学校ならではの少人数対応ができるの
は、個別の指導の充実につながっていると思いま
す。健康・食育面は特性を生かした指導となってい
ると思います。

年度末児童アンケート
の「タブレットや電子黒
板などのICT機器を使う
授業では、勉強が分か
るようになった。」という
質問項目で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
回答者数　　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が70％
以上
１：肯定的評価が70%未
満
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◆STEAM教育・科学教育につい
ては、今年度より大田区独自教
科「おおたの未来づくり」科を実施
し、次年度に向けて（株）タニタヘ
ルスリンクの協力も得ながら深化
を加えていく。また今年度も継続
して地域の方との連携で稲作、ト
ウモロコシ・レタスの収穫など食
材を中心とした体験活動を行っ
た。
◆校内でピーマンやキュウリなど
の作物を育てる過程で、生育時
に必要な雑草抜き、害虫駆除な
ど積極的な活動を行った。来年度
は、自然体験に加え、本校の教
育活動を児童がプレゼンし、区内
へ発信できるような取り組みを実
施し、課題解決力や新たな価値を
創造する力の育成を図っていく。

◆ICT機器を活用した授業は、タ
ブレット端末の活用をはじめとし
て、各教員の創意工夫によって
日々実施し、児童が個々に理解
を深めることができている。主体
的に機器を活用した学習もツール
活用の時間を意図的に設定し、
取り組めた。
◆SNSやAIなどの活用について
ルールや規範意識の醸成を図り
ながら情報活用能力の育成に引
き続き取り組むとともに、次年度
統合型校務支援システムの導入
に向けて環境整備を行っていく。

◆ALT（外国語教育指導員）につ
いては、年間３７日、区より派遣
があり、外国語・外国語活動の全
授業に入っている。授業を毎回楽
しみにしていて、意欲的に取り組
む児童は多い。打ち合わせなど
でALTとの連携もスムーズに実施
できており、季節を生かした教材
づくりも充実してきている。授業を
より内容の濃いものに高めるため
に、区外国語担当教員研修など
を通じて、教員の資質能力を高め
ていく。
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◆算数の補習について、学校で
は放課後の学習、土曜授業によ
る補習を実施、寄宿舎では平日
の学習や夜学（午後9時から9時
半までの学習）、授業のない日の
午後1時半から実施している。学
校では児童に対して少人数の学
習を実施することが可能であり、
自己の課題に応じた学習で学力
の定着を図ることができている。

◆本校では、健康課題改善のた
めに、自立活動の時間での持久
走・なわ跳び、休み時間や放課後
の１時間遊びを中心に体力づくり
に取り組んでいる。また、区内と
比較して休日も校庭や体育館を
使った外（内）遊びができるなど、
運動を行う時間は充実している。
そのため、運動を行うことに対し
以前の区内での生活と比べ、運
動することが好きになった児童が
９０％を超える結果となった。

◆本校の食育については、偏食
課題改善のため、苦手とする野
菜を食べるためのメニューを学習
の中で児童が考え、実際に調理
提供し、食事をするという活動を
行っている。また調理方法の工夫
や栄養バランス面を考えた献立、
ヘルシーな献立だが腹持ちのい
い献立などについて、保護者が
児童とともに学習し（親子自立学
習）、帰省期間や長期休業中など
に家庭で実践する取り組みを行っ
た。

◆今年度は（株）タニタヘルスリン
クの協力のもと、活動量計（カロリ
ズム）を導入・使用して、児童個
人の活動量を計測した。活動量
の「見える化」や食事量との関連
分析を通して、健康課題改善の
取り組みの一助となるよう、次年
度につなげていく。
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C：
０名

D：
０名

A：
14名

成果
評価

令和７年度　大田区立館山さざなみ学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

本校は、千葉県館山市に位置する全寄宿舎制の区立病弱特別支援学校である。区内小学校３年生から６年生までの児童が家庭を離れ、ぜん息、肥満、偏食、病虚弱の健康課題を克服するために、寄宿舎生活の下に生活・学習に取り組んでいる。教育課程は各教科
の年間授業時数を含め通常校と同様であるが、特別支援学校であるため、加えて年間３５時間の健康課題克服のための「自立活動」の時間を設定している。児童の指導においては、学校と寄宿舎が連携の下に、少人数制の利点を活かした「学力の定着と向上」や、集
団生活の中で互いを認め合いながら自己肯定感や自信を培う「生活指導の充実」に取り組んでいる。また、本校が所在する地域は、学校設置者であり保護者が生活している「大田区」とは異なる環境下にあるが、地元近隣の小・中学校も含め、地域の方々は非常に協
力的で、本校の教育にも理解を示していただいている。大田区随一の病弱特別支援学校が果たすべき役割を踏まえた上で、学校と地域、そして家庭間でより一層の連携強化を実現していく。
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学校関係者記入欄

0

0

0

Ｃ 0

B：
４名
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目標に対する成果指標

6

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

6

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

4

4

⑤年間を通して持久走に取り組み、体力
の向上を図る。 4

4

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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4

B：
１名

4

C：
１名

D：
０名



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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◆様々な場面を想定した訓練が行われており、充
実していると思います。

◆安全については、終わりがない課題です。やって
もやっても終わらないことですが、継続して行くこと
が大切です。

◆できる限り、地域とも連携して行えていて、よいと
思います。

◆保護者と物理的な距離が離れている中、ICT等
を活用し、工夫して連携が図られていると思いま
す。

◆活動、行事なども案内からしっかりしている。行
事に参加しても、子ども・教職員の姿が輝いてる。

◆保護者とのつながりは、各自の考えもあると思
いますので難しいことですが、ホームページの活用
などを通して工夫されておられると思います。掲示
物を見ると、とても良いものがあります。距離でしょ
うか。

◆地域へ公開する機会を設けてくださり、相互理解
も深まっています。よいと思います。

◆立地的な不利があるとは思いますが、よく工夫さ
れていると思います。

◆こどもたちの様子を見ていると、児童一人一人を
理解し、指導している教職員の方々の、陰の努力
がうかがえます。

◆個に視点をあて、様々な取り組みを通して、自身
を高めていると思います。それが、あらゆる面で成
長につながっていると思います。

◆校内外の研修が充実していてよいと思います。

◆教員の資質・指導力向上のた
めに、区主催の研修会、区内の
研究発表会や房総３校研究協議
会の授業公開に積極的に参加す
ることができた。またICT教育の
指導向上を図るため、ICT教育支
援員を交えた「ミニ研修」を１５回
程度実施し、最新のソフトの使用
法や児童への効果的な使い方に
ついて理解を深め、指導に生か
すことができた。次年度は、館山
市内近隣校との研修交流を模索
していく。

◆本校の「児童に対して一人一人
の良さを認め、伸ばす指導をして
いる。」という質問内容に対して、
全家庭から肯定的な評価をいた
だいた。児童が生き生きと活動で
きるよう、次年度も取り組みを続
けていく。

4

◆一人一人の課題に対して、教員・寄宿舎の皆さ
んで情報を共有して進められていることが、素晴ら
しいと思います。

◆基本的なルールを守れているから、こどもたちの
成長が見て取れます。

◆学校生活と家庭生活両方が見れるのは、成長を
促すにはとても良いことだと思います。学校と家庭
の連携が大切といわれている中ですので、今後も
さらに深めていけると、さらによいのではないでしょ
うか。

◆寄宿舎での生活が、児童を育てている面が大き
いと思います。良い方向に児童の意識が向上でき
ていると思います。

◆教員や寄宿舎指導員の「ルー
ルを守り、相手を意識した学校・
寄宿舎生活意識の向上」を目指し
た生活指導は、粘り強く取り組み
を続け定着してきている。日頃か
ら児童が孤立させることなく、互
いに関わり合うことを意識させ、
相手を思いやると同時に自分を
大切にすることも重点に、今後も
指導を行う。また各家庭・保護者
とも連携し、SNSなども含めた社
会的規範意識を向上させていく。

◆今年度は区内スクールソーシャ
ルワーカー（SSW）と連携し、家庭
支援を含めた教育相談の充実を
図り、進路などの相談支援を多角
的に実施した。卒業後も継続した
支援につながるよう諸機関との連
携に尽力していく。

◆児童間の些細なトラブルにきめ
細かに対応し、各児童に対して指
導や心のケアを行うことができ
た。今後も児童の心の様子を探る
メンタルヘルスチェックや学級内
児童の人間関係を探るハイパー
QU調査などを通じて、児童の観
察をより細やかに行い、いじめの
未然防止に努めていく。

4

Ｃ 0

Ｂ 0

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 6

Ｂ

Ｄ

◆避難訓練については、年間１３
回を計画し、学校・寄宿舎ともに
連携しながら早朝や夜間も含め
た時間帯を設定して実施した。館
山消防署神戸分署の協力を得て
合同避難訓練も実施した。保護
者への周知について、帰省帰校
時の保護者会などを通じてより充
実を図っていく。
◆安全指導日には、全校一斉で
体育館にて、校内校外での安全
や交通安全、防災、長期休業中
の過ごし方などについて指導を
行った。また、救命救急講習につ
いては、年度当初に設定・実施す
ることができた。次年度以降も継
続していく。

年度末児童アンケート
の「前より勉強が分か
るようになった。」という
質問項目で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
回答者数　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が70％
以上
１：肯定的評価が70%未
満

C：
１名

D：
０名

年度末保護者アンケー
トで「学校は、子供たち
一人一人の良さを認
め、伸ばす指導をして
いるか。」という質問項
目で、

A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
E：わからない
回答者数　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が95％
以上
３：肯定的評価が90％
以上
２：肯定的評価が80％
以上
１：肯定的評価が80%未
満

A：
14名

D：
０名
E：
０名

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す 困難のある児

童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

A：
14名

年度末保護者アンケー
トで、「学校は、避難訓
練などを通して、安全
に関する教育を適切に
実施しているか。」とい
う質問項目で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
E：わからない
回答者数　　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が70％
以上
１：肯定的評価が70%未
満

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

C：
０名

B：
２名

B：
１名

個
別
目
標
７

学
校
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家
庭
・
地
域
の
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携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

A：
７名

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

②自然や地域の人材を生かした、体験活
動を取り入れた授業や行事を行う。

2

C：
４名

①家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

4

Ａ 6

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

4

4

4

Ｂ 0

年度末保護者アンケー
トで、「学校は、情報公
開することができている
か。」という質問項目
で、

成果指標
A：とても思う
B：少し思う
C：あまり思わない
D：まったく思わない
E：わからない
回答者数　16／16名

成果評価
４：肯定的評価が90％
以上
３：肯定的評価が80％
以上
２：肯定的評価が70％
以上
１：肯定的評価が70%未
満

◆ホームページの情報公開で
は、日々の教育活動や寄宿舎で
の活動、月の献立、行事関係に
ついて保護者の要望は高く、特に
意識して情報を更新するよう努め
た。また副籍校訪問の事前調査
や教育活動アンケートなどに
GoogleFormsを用いるなど情報化
に努め利便性を図った。しかし、
保護者の肯定的評価は70％の結
果となった。見やすいホームペー
ジへのリニューアルや、周知活動
も含めて、次年度以降も強力に推
進していく。

◆地域教育連絡協議会を、学校
公開（道徳授業地区公開講座・運
動会・学習発表会）時に開催し
た。特に道徳授業地区公開講座
では、御参観いただいた委員の
方から温かなお言葉やコメントを
いただいた。また委員のご尽力の
おかげで農に関する体験教育活
動を実施できている。次年度も継
続して実施する。

Ｄ 0

Ｃ 0

D：
０名
E：
１名

Ｃ 0

4

4

B：
４名

0

Ｂ 0

4

4

4

Ｃ 0

A：
９名

B：
５名

C：
０名

Ｄ 0

Ａ 6

D：
０名
E：
２名

Ｄ 0

Ａ 6


